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第２章 高等学校におけるコンピュータを

活用した授業改善の視点

第１節 高等学校における情報教育の進め方

高校生の頃は、一人一人が主体的に試行錯誤する中で、自立した個を確立し、自己実現を図

る時期であると言われます。また、他者とともに生きることを自覚し、豊かな社会的自立を図

る時期でもあります。この時期の生徒たちに育成する力としては、社会の変化に的確に対応し

ながら、主体的に学び、考え、判断し、表現し、行動する力を最も重視すべきであると考えら

れます。

高等学校教育の改善充実に関する調査研究協力者会議は、「高等学校教育の改善充実につい

て」と題した報告（平成９年９月１８日）の中で、高等学校教育における基本的な内容につい

て、次の四つの視点を重視すべきであると指摘しています。

ｱ) 主体的に学び、考え、判断し、表現し、行動する力、特に、自ら課題を発見し、それ

を解決していく能力を重視すること。

ｲ) 体験的、実学的、実社会に密着した内容を重視すること。

ｳ) 自己の生き方・進路への自覚を深める教育を重視すること。

ｴ) 生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感等の豊かな人間性の

育成を目指し、自然体験や生活体験を通じての心の教育の充実を重視すること。

そして、「生きる力」の育成を図るための教育内容の充実を図るとともに、指導方法を見直

し、日々の授業改善を推進する必要があると強調しています。

このような視点から情報教育の進め方を考えるとき、学校教育全体における情報教育の役割

は何なのか、コンピュータを活用した学習指導はどうあるべきか、情報活用能力をどう育成す

るのかなど、実践を積み重ねながら具体的な方策を見出すことが、教員自身の重要な課題と

なってきます。

第２節 情報活用能力の育成

１ 育成すべき情報活用能力

情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研究協力者

会議の第一次報告である「体系的な情報教育の実施に向けて」（平成９年１０月３日）（以

下、「協力者会議報告」という）は、育成すべき情報活用能力を次のように焦点化し、系統

的、体系的な情報教育の目標として位置付けることを提案しています。


